


• Long種目

• Middle種目予選

• Middle種目決勝

• Sprint種目

• Relay種目

• 総括



Long種目 (1)

・険しい斜面
・発達した道のネットワーク
・明瞭な植生

→総じて難易度が低く、ルートチョイ
スと体力が求められる。



Long種目 (2)

・宮西選手がトップ比122.3%、稲毛選手も同126.9%の
好タイム。ともに全選手の真ん中よりも上という快挙。
→ロングは日本人でも通用しやすい種目と言えそう。



Middle種目予選 (1)

・選手の身長より大きい岩や地図に表記されない岩も
・岩の裏や間に置かれ、難しいコントロール位置
→非常に高い精度のナビゲーションが求められる。
海外選手にさえも難易度高く、「大荒れ」の予選に



Middle種目予選 (2)

・男女ともにトップ比150%程度が最速で、B決勝にさえ進出を逃す。

・現地では重点的にトレーニングしたが、対応できるまでには至らず。
→キャリアの浅い選手の多い日本チームにミドル種目は難しい。



Middle種目決勝 (1：C決勝)

・男女ともに予選と比べ難易度の低
いコース設定

・プレッシャーからも開放されたため
か、レースをまとめられた選手が多
かった。
→予選で自分のレースができればB
決勝は現実的な目標。A決勝は現状、
無理をしないと不可能。



Middle種目決勝 (2：A決勝)

・岩石地帯の中に多くのコントロールが置かれた非常に難易度の高
いコース

・強豪国の選手でも立ち止まって周囲を見回してコントロールを探
す様子がテレビ中継で見られた。
・男子はスウェーデンが10秒以内で1,2,3。女子も大接戦に。



Sprint種目 (1)

・前半は公園、後半は旧市街地。

・スピードの出る中でたまに立体交差や城壁のエリアのルートチョイ
スとナビゲーションが求められる。
→難しいエリアで如何にスピードを落とし、ミスを抑えられるかが鍵



Sprint種目 (2)

・レース中盤以降の慣れない複雑な市街地などに
苦戦。

・単純にスピードでも劣ってはいるが、国内で練習
機会が少なく、フィジカルを出しきれなかった。
→もっと力を入れて国内で練習すれば、ロング同
様に通用する種目となるのではないか？



Relay種目 (1)

・登高差のほとんど無いフラットなテレイン
・複雑に入り組んだ植生
→見通しのきかない植生の中で、他国の選
手を使ってうまくナビゲーションできるか？
一度現在地がわからなくなると、復帰困難。



Relay種目 (2)

・第一走者の稲毛・深田が集団の中でレースをやりきり、日本人史上
最高の好走。杉村も善戦。

・しかし、集団から遅れた２走以降では大きくペースダウン。一度遅れ
たら、強豪国（スウェーデンなど）でも挽回は不可能。
→今後は集団でも難しいようなテレインでの練習が必要か？
・開催国のチェコが奇跡のアベック優勝！！！



総括

・日本でも馴染みのあるようなテレインのロング種目では、日本人トッ
プだけでなく、総じて好成績。近年常に二桁順位の選手が出ており、
日本チームにとって、努力しがいのある種目と言える。

・外国人選手でさえ苦戦するようなミドル種目で、A決勝（上位1/3程
度）に食い込むのは実現性低い。まずはB決勝に毎年残るところから。

・スプリント種目は昨年の中国チームが見せたように、練習次第で
もっと通用しうる。練習の場をどう用意するかは課題。

・リレー種目で当面の目標は、最後まで他国と一緒に回り切ること。そ
のためには集団走の練習と、十分なフィジカルが必須。今年、実現の
可能性は示された。


